
平和モデルの創始者題皿㎜皿ｅ･四脚一・

　
ノ
几
七
二
年
七
月
、
呑
口
澄
夫
岡
山
犬
学
説
と

砂
田
輝
武
岡
山
大
病
院
長
ら
に
見
送
ら
れ
て
、
総

勢
二
十
八
入
の
第
一
次
岡
山
犬
医
学
部
ク
ワ
イ
河

医
学
踏
査
隊
が
岡
山
駅
を
出
発
し
た
。
活
動
場

所
は
［
戦
場
に
か
け
る
橋
］
の
Ｌ
流
、
‐
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
国
境
地
帯
に
あ
る
モ
ン
族
の
開
拓
農
場
。

農
場
主
の
ヤ
ッ
プ
氏
は
第
二
次
世
Ｗ
大
戦
中
、

連
合
国
側
の
少
尉
と
し
て
抗
日
活
動
を
し
て
い

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
　
茂

た

を
問
わ
な
い
、
犠
牲
者
の
鎮
魂
の
た
め
の
ジ
ヮ

イ
河
平
和
寺
院
の
建
立
」
だ
っ
た
。

　
八
六
年
だ
っ
た
。
タ
イ
の
人
た
ち
の
永
瀬
氏
に

対
す
る
態
度
が
変
わ
っ
た
。
小
乗
仏
教
で
は
「
寺

院
の
建
立
」
は
最
大
の
徳
を
意
味
し
た
ブ
八
八
年

に
は
現
地
の
貧
し
い
人
た
ち
が
看
護
師
に
な
る
た

め
の
奨
学
金
と
し
て
『
ク
ヮ
イ
河
平
和
基
金
』
を

段
け
た
。
地
元
の
銀
行
は
特
別
の
金
利
を
提
供
し

た
。
永
瀬
氏
が
講
演
料
な
ど
で
惜
し
み
な
く
汪
ぎ

込
ん
で
い
る
瑞
装
は
一
億
円
以
上
。
す
で
に
二
百

人
以
Ｌ
が
卒
業
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
は
災
害
被
災
者
救
援
活
動
を
Λ
Ｍ
Ｄ

Λ
多
国
籍
医
師
団
と
し
て
九
四
年
か
ら
行
っ
こ
い

　
こ
の
農
場
の
紹
介
青
は
、
倉
敷
市
在
住
の
永
瀬
　
る
。
サ
ハ
リ
ン
で
は
残
留
日
本
人
の
社
会
的
地
位
、

隆
氏
で
あ
る
。
同
大
戦
中
に
憲
兵
隊
通
沢
と
し
て
　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
敗
走
し
た
日
本
京
の

「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
を
含
め
た
泰
緬
鉄
道
建
設
　
悲
劇
な
ど
に
遭
遇
し
た
。
二
心
こ
ご
年
か
ら
「
Ａ

に
際
し
、
悲
惨
な
出
来
事
を
回
撃
し
た
［
㈲
史
の

証
言
者
］
で
あ
る
。

　
悲
劇
を
繰
り
返
す
ま
じ
。
永
瀬
氏
の
体
験
に
植

づ
く
迫
力
あ
る
信
念
と
行
動
。
三
十
万
年
間
の
お

付
き
蒔
い
で
理
解
し
た
最
大
の
松
機
は
、
敵
味
方

Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
と
魂
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
始
。
戦

争
と
災
害
に
よ
る
死
者
の
鎮
魂
と
関
帰
省
の
医
学

生
や
看
護
学
生
へ
の
奨
学
奈
で
あ
る
。
水
願
氏
の

つ
く
っ
た
「
平
和
モ
デ
ル
の
普
遍
化
犬
が
、
私
の

で
き
る
恩
返
し
と
思
っ
て
い
る
。
’
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